
コミュニティ・スクールとは？（目標と役割）

●コミュニティ・スクールの目標

コミュニティ・スクールとは、一言で言えば、「地域と学校が対等なパートナーとして、一緒に子供たちの成長を支える

仕組み」のことです。

○ 目標

・地域・保護者・学校がそれぞれの強みを活かし、社会全体で子供たちの成長を支えること、そして 「学校を核とした

地域づくり」を進めることを目標としています。

○ 役割（４つの機能）

・法律(地方教育行政の組織及び運営に関する法律 第４７条の５)

に基づき設置された「協議会」が、以下の役割を担います。

①校長が作成する学校運営の基本方針（グランドデザイン）

を承認する。

②学校運営について、教育委員会や校長に意見を述べる。

③教職員の任用について、教育委員会に意見を述べる。

④学校等の運営状況の評価を行う。

これらの活動を通じて、地域の声を学校運営に反映させ

ていきます。

●つくば市が目指すビジョン

つくば市のコミュニティ・スクールが目指している姿は、「つながりが

感じられる、笑顔あふれる地域と学校」になることです。

○ １５歳のビジョン

・小学校１年生から、中学校３年生までの９年間を見通し、１５歳までに

どんな子供を育てたいか、という目標を、地域ぐるみで共有し、実践

していきます。

○ 最終ゴールは「人と人とのつながり」

・実績などの数値ではなく、「学校に笑顔が増える」、「関わる大人が

前向きになる」、「地域が『自分たちの学校』と思える」といった変化

こそが、つくば市の目指すべき姿です。

令和４年度、吾妻学園から始まったつくば市のコミュニティ・スクール協議会は、令和７年度に市内全18学園に

設置され、つくば市全体でコミュニティ・スクールを推進する体制が整いました。これからは、この仕組みを活かし

て、さらに地域ぐるみで子供たちの学びと育ちを支えていく新しいステージが始まります。

今回のコミュニティ・スクールだより第５号では、コミュニティ・スクールとはどのようなものかを再確認し、つく

ば市が目指すビジョンや、そのために重点となることなどについてお知らせします。
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● 令和８年度に大切にしたい「３つのこと」

○今年度のコミュニティ・スクール協議会重点項目

コミュニティ・スクールだよりのバックナンバーはこちらの二次元コードから御覧いただけます▲

問合せ先

つくば市教育局生涯学習推進課
〒305-8555 つくば市研究学園一丁目 1番地 1

TEL:029-883-1111（代）※平日受付時間8:45～16:30

MAIL:edc077@city.tsukuba.lg.jp

● 支え合いの架け橋：CSコーディネーター（地域学校協働活動推進員）

○連携のキーパーソン

・つくば市では、社会教育法に基づき、教育委員会が委嘱する「地域学校協働活動推進員」のことを、親しみを込め

てCSコーディネーターと呼んでいます。各学園に配置されており、学校と地域が対等なパートナーとして手を取り

合うための「地域側の窓口」として活動しています。

○学校の『困った』や『やりたい！』を、地域のサポーターへ

・例えば、先生が地域愛を育むために地域に詳しい方を呼んで子供たちに話をしてほしいと考えたとします。その

ような時にCSコーディネーターに相談すると、地域の方につないでくれます。このように、学校の課題解決や、やり

たいことの実現のために、橋渡しをしてくれるのがCSコーディネーターです。

● 話し合いを、目にみえる『活動』 へ 〜地域学校協働活動の役割〜

○地域学校協働活動とは？

・地域学校協働活動とは、一言で言えば「コミュニティ・スクール協議会で話し合われた目標やビジョンを具体的な活動

として形にする取組」のことです。

・保護者、地域住民、学生、NPO、民間企業など幅広い

方々の参画を得て、学校と地域が「対等なパートナー」

として連携・協働します。単に学校を支援するだけでは

なく、活動を通して大人同士もつながり、「学校を核とし

た地域づくり（地域の活性化）」を目指すのも大きな

特徴です。

○なぜ今この活動が必要なの？

・子供たちを取り巻く環境が複雑化する中、学校や家庭

だけで様々な問題を解決することが困難になっていま

す。地域と学校がそれぞれの強みを生かし、互いに補完

し合いながら「地域全体」で子どもを育てていくことが、

子どもたちの豊かな学びと安心につながります。

コミュニティ・スクールは、数値としての実績ではなく、人と人とのつながりを最終ゴールに掲げています。
それは目に見えるものではありませんが、ほんの小さな活動が、将来、子供たちの成長や地域の笑顔という

「大きな成果」へとつながっていきます。どうぞ、ご協力よろしくお願いいたします。

小さな変化を 未来の大きな成果へ

１ 地域と学校で子供の学びと育ちを支える

地域の大人は先生方とともに子供を育てる大切な「仲間」です。対等な立場でひざを突き合わせ、語り合う場を大切にします。

２ 大人がつながる

地域の大人がつながり、子供や学校が抱える課題をともに解決する仕組みを作ることで、学校に「心の余白」を生み出します。

３ 静かに、長く、温かく

すぐに結果を求めず、日常に根づく、支え合いを大切にしていきます。


